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塾長
1989年慶應義塾大学理工学部計測工
学科卒業。94年カリフォルニア大学
バークレー校 Ph.D. in Materials Science 
and Engineering.  慶應義塾大学教授、
理工学部長等を経て2021年より現職。
日本IBM科学賞、日本学術振興会賞を
受賞。応用物理学会フェロー表彰、
アメリカ物理学会フェロー表彰。

　慶應義塾は1858（安政5）年に福澤諭吉によって創立
された、日本最古の私立総合学塾です。
　慶應義塾には、創立者・福澤諭吉による目的があります。
その目的の文章は「以て全社会の先導者たらんことを欲す
るものなり」で結ばれています。全社会の先導者になるた
めには世界の舞台に立ち、自分や日本が置かれた現状を理
解し、為すべきことを定義して実行する必要があります。
　慶應義塾とは、この目的を達成するための塾生（学生）
と教職員と塾員（卒業生）の集まりです。自分で考え、人
間の尊厳を重んじることで他人の考えにもしっかりと耳を
傾け、それぞれの立場や生き方を尊重することができる
「独立自尊」の人の集まりです。様々な考え方を持つ人の
集まりでありながら、互いを尊重するので真の友情が芽生
え、協調的に高め合い、困ったときには助け合うことがで
きます。仲間の大切さを知り、自分の存在意義を実感しな
がら成長できるのが慶應義塾大学です。

「
智
徳
」
と
「
気
品
」
を
兼
ね
備
え
た
、

先
導
者
と
し
て
の
理
想
の
追
求

慶應義塾大学
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「
人
生
の
好
循
環
」
が
始
ま
る
学
塾

　

慶
應
義
塾
で
は
塾
生
自
ら
が
、「
①
学

問
」
を
通
し
て
社
会
や
科
学
の
真
髄
に
迫

り
、「
②
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
・
社

会
・
福
祉
活
動
な
ど
の
課
外
活
動
」
を
通

し
て
人
間
力
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
多
種
多
様
な
「
③
国
際

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
通
じ
て
活
動
の
場
を
世

界
に
広
げ
て
い
ま
す
。

①
学
問
に
つ
い
て

　

慶
應
義
塾
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
が

設
置
す
る
専
門
教
育
科
目
、
外
国
語
科
目

な
ど
に
加
え
て
、
学
部
を
越
え
て
履
修
が

可
能
な
総
合
教
育
科
目
や
自
由
科
目
、
研

究
所
・
セ
ン
タ
ー
が
設
置
す
る
講
座
、
課

外
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
形
式
も
内
容

も
多
岐
に
わ
た
る
学
び
の
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

②
課
外
活
動
に
つ
い
て

　

公
認
団
体
だ
け
で
も
文
化
・
芸
術
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る

４
０
０
近
い
団
体
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

は
体
育
会
や
文
化
団
体
連
盟
、
独
立
団
体
、

医
学
部
・
理
工
学
部
・
総
合
政
策
学
部
・

環
境
情
報
学
部
・
看
護
医
療
学
部
・
薬
学

部
の
学
生
団
体
、
全
国
慶
應
学
生
会
連
盟
、

塾
員
は
様
々
な
立
場
で
社
会
を
先
導
し
て

お
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
極
め
て
強

固
で
、
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
大

企
業
に
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
創

る
新
進
気
鋭
の
企
業
や
非
営
利
団
体
等
の

創
設
や
発
展
に
お
い
て
も
大
活
躍
し
て
い

ま
す
。
塾
生
は
、
在
学
中
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
卒
業
後
も
生
涯
を
通
じ
て
、
塾
員

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
多
く
の
チ
ャ
ン
ス

や
出
会
い
に
恵
ま
れ
ま
す
。

　

塾
生
に
と
っ
て
の
慶
應
義
塾
と
は
、
生

涯
の
友
に
出
会
う
場
で
あ
り
、
世
界
を
股

に
か
け
て
活
躍
す
る
、
こ
れ
か
ら
の
「
人

生
の
好
循
環
」
の
始
ま
り
で
す
。

一
般
選
抜
出
願
前
に
申
請
し
、

候
補
者
認
定
が
受
け
ら
れ
る

「
学
問
の
す
ゝ
め
奨
学
金
」

　

本
奨
学
金
は
、
慶
應
義
塾
大
学
の
学
部

福
利
厚
生
等
、
様
々
で
す
。
教

室
外
で
の
課
外
学
習
は
先
輩
や

塾
員
と
の
交
流
の
中
で
社
会
的

な
経
験
を
積
み
、
新
し
い
人
間

関
係
を
作
り
上
げ
る
能
力
を
養

う
上
で
大
切
な
機
会
で
す
。

③
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　

幅
広
い
選
択
肢
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
海
外
の
協

定
校
と
慶
應
義
塾
の
両
方
で
学

び
、
修
了
時
に
両
方
の
学
位
を

取
得
で
き
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
、
夏

季
・
春
季
休
校
中
に
開
催
さ
れ

る
手
軽
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
あ

り
、
レ
ベ
ル
、
期
間
、
内
容
等
、

目
的
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
ま

す
。
ま
た
、
学
内
で
は
９
０
０
を
超
え
る

英
語
に
よ
る
授
業
（
語
学
を
除
く
）
を
実

施
し
て
お
り
、
国
内
に
い
な
が
ら
留
学
と

同
じ
よ
う
に
英
語
で
専
門
知
識
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
教
育
に
よ
り
、

塾
生
は
総
合
力
や
人
間
力
を
備
え
、
社
会

に
不
可
欠
な
人
材
に
成
長
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
慶
應
義
塾
は
「
最
も
就
職
に
強
い

大
学
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
世
間
か
ら
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
就
職
支
援
も
手
厚
く

行
っ
て
お
り
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
行
う
年

間
１
０
０
回
程
度
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
、
進

路
全
般
に
関
わ
る
相
談
の
ほ
か
、
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
訪
問
の
た
め
の
コ
ン
タ
ク
ト
先
を
検

索
・
閲
覧
し
、
自
分
の
関
心
の
あ
る
分

野
・
企
業
の
塾
員
と
直
接
話
が
で
き
る
の

は
、
慶
應
義
塾
な
ら
で
は
で
す
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
羽
ば
た
い
て
い
っ
た

（1） 独立自尊
　何者にも屈せず、誰にもおごらず、慣習や常
識などにとらわれず、自分の良識と信念に基づ
いて考え行動する。同時に、他人もまた独立し
た個人として尊重する。福澤は、そのような

「独立自尊」の人を育むことを学問の狙いとした。
それは彼が、“一身独立して一国独立す”と「学
問のすゝめ」に記したように、人をつくれば自
ずと国も成熟していく、という考え方に通じて
いる。

（2） 実学
　福澤は、「実学」に「サイヤンス」とフリガ
ナをふった。つまり「実学」とは、単なる実用
の学ではなく「科学」のこと。問題を発見し、
仮説を立てて検証し、結論を導いていくという、
“自分の頭で考える”プロセスに通じる「実証科
学」のことを意味している。まだ誰も答えを見
つけていないテーマを設定し、“自分の頭で考
える”力を養うことは、慶應義塾における学び
の柱である。

（3） 半学半教
　学ぶことは、教えることに通じる。そして、
教えることは、学ぶことに通じる。慶應義塾で
は、学ぶ者と教える者を区別せず、教員と学生、
先輩と後輩などの立場を越え、学び合い教え合
いともに成長する「半学半教」の精神が大切に
されている。それはまた、奥の深い学問にゴー
ルはなく、社会をリードする立場になっても学
び続けなくてはならない、というメッセージで
もある。

（4） 自我作古
　｢自我作古｣ は“我（われ）より古（いにしえ）
を作（な）す”と読み、前人未踏の新しい領域
に挑み、目標に向かって前進し続ける志と使命
感を表している。日本の近代化において、いく
つもの重要な事業をリードしてきた慶應義塾の
先人たちは、身をもってこの精神を実践してき
た。困難にくじけることなく、自ら先頭に立っ
て未来へ。慶應義塾は、気概のあるチャレンジ
を愛し、支える学塾でもある。

（5） 人間交際
　慶應義塾には、「人間（じんかん）交際（こ
うさい）」を大切にする伝統が息づいている。
それは、“あらゆる学問は、人と人との交流の
ためにある。人と人との交流の中で、総合的な
人間力が培われる”という福澤の考え方に基づ
くものである。忘れられない言葉、かけがえの
ない体験、深まる信頼関係…。人の心を動かす
のは、人である。「人間交際」は、心を大きく
豊かに育むための学びでもある。

（6） 社中協力
　「社中」とは、学生・教職員・卒業生など、
慶應義塾に関係する人たちの総称。目的を共有
する者の集まりという意味が込められた「社中」
の協力体制は、パブリックスクール（義塾）と
して150年以上にわたり成長を重ねてきた原動
力である。その精神は、学びの志を経済面から
支える奨学制度や、さまざまな分野が柔軟に連
携する総合大学としての研究環境にも活かされ
ている。

第
１
学
年
に
入
学

を
強
く
希
望
す
る

日
本
国
内
（
東
京

都
・
神
奈
川
県
・

埼
玉
県
・
千
葉
県

を
除
く
）
の
高
等

学
校
等
の
出
身
者

で
、
人
物
お
よ
び

学
業
成
績
が
優
秀

で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
本
学

へ
の
入
学
に
困
難

を
来
し
て
い
る
受

験
生
に
対
し
、
経

済
支
援
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
ま

す
。
奨
学
金
の
返

済
は
不
要
で
す
。

選
考
に
つ
い
て
は
、

一
般
選
抜
出
願
前

に
申
請
を
受
け
付

け
、
候
補
者

（
５
５
０
名
以
上
）

を
決
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
一
般
選

抜
に
合
格
し
、
入
学
後
に
所
定
の
手
続
き

を
行
う
こ
と
で
奨
学
生
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
６
つ
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
選
考
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
偏
り

を
な
く
し
て
い
る
点
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

毎
年
の
審
査
・
申
請
に
よ
り
２
年
目
以
降

も
継
続
受
給
が
可
能
で
す
。

　

奨
学
金
額
は
60
万
円
／
年
（
た
だ
し
医

学
部
は
90
万
円
／
年
、
薬
学
部
は
80
万
円

／
年
）
で
、
初
年
度
は
右
記
の
金
額
に
入

学
金
相
当
額
（
20
万
円
）
を
加
算
し
ま
す
。

ま
た
、
継
続
審
査
時
に
前
年
度
ま
で
の
学

業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
た
者
は
、
２

年
目
以
降
80
万
円
／
年
（
た
だ
し
医
学
部

は
１
５
０
万
円
／
年
、
薬
学
部
は

１
２
０
万
円
／
年
、
理
工
・
総
合
政
策
・

環
境
情
報
・
看
護
医
療
学
部
は
90
万
円
／

年
）
に
増
額
さ
れ
ま
す
。

学
生
寮
を
大
幅
に
拡
充

　

慶
應
義
塾
大
学
は
、
全
国
各
地
お
よ
び

海
外
か
ら
の
学
生
に
対
す
る
よ
り
積
極
的

な
入
学
支
援
・
生
活
支
援
を
目
指
し
、
11

の
学
生
寮
を
有
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
学

生
と
留
学
生
が
と
も
に
暮
ら
す
混
住
型
学

生
寮
で
は
、
日
常
生
活
の
中
で
学
び
合
い
、

交
流
し
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
ら
れ
る

こ
と
も
特
長
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
秋
に
は
高
輪
国
際
学
生
寮

（
港
区
・
女
子
寮
）
が
新
設
さ
れ
、

２
０
２
３
年
３
月
に
は
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
Η
（
イ
ー
タ
）
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
国
内
外
か
ら
の
優
秀
な
学
生

を
受
け
入
れ
、
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
推
進
す
べ
く
、
学
生
寮
を
計
画
的
に
整

備
、
拡
充
し
て
い
く
予
定
で
す
。

三田キャンパス・慶應義塾図書館旧館

慶應義塾大学　

069 卓越する大学 慶應義塾大学 068

　図書館旧館は創立50年記念事業の一環として1912年に竣工し、1969年には国の重要文化財に指定されました。
外壁上部に高く掲げられた時計の文字盤には、「TEMPUS FUGIT」（「時は過ぎゆく」の意のラテン語）が刻まれていま
す。また、入口ホールの階段上を飾る「Calamvs Gladio Fort ior」（「ペンは剣よりも強し」の意のラテン語）が記され
たステンドグラスは、権力に屈しない慶應義塾の精神を表しています。
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典
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医学部長
1988年慶應義塾大学医学部卒業。92
年同大学大学院医学研究科博士課程
所定単位取得退学。ハーバード大学、
東京医科歯科大学などを経て2013年
慶應義塾大学医学部消化器内科教授。
21年より現職。慶應義塾大学医学部
三四会北島賞、日本免疫学会ヒト免
疫研究賞、日本消化器病学会学術賞
など受賞。

　2017年に創立100年を迎えた慶應義塾大学医学部は、
1917（大正6）年に世界的な細菌学者として知られた北
里柴三郎を初代学部長として発足しました。その建学の精
神は、現在の医学部の理念である「基礎臨床一体型医学・
医療の実現」として受け継がれています。
　2015年度には全国から医学を志す精鋭を集めることを
目指して、新たな大型奨学金制度を実施、2022年には世
界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）に私立大学で
初めて採択されました。現代社会のニーズに応える医療の
実現と、世界をリードする「フィジシャン・サイエンティ
スト」の育成に努めています。

基
礎
臨
床
一
体
型
医
学
と

医
療
の
実
現
へ

「
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
を
育
成

慶應義塾大学
医学部

〒160-8582　東京都新宿区信濃町35 （信濃町キャンパス）　TEL 03-3353-1211　https://www.med.keio.ac.jp/

医
学
部
創
設
の
理
念
を
継
承
し

「
基
礎
と
臨
床
一
体
の
医
療
」
を
目
指
す

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
は
〝
基
礎
臨
床

一
体
型
の
医
学
・
医
療
の
実
現
〟
を
理
念

と
し
て
、
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
・
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
の
育
成
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
理
念
は
、
１
９
１
７
年
に
医
学
部
が

発
足
し
た
当
時
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

　

福
澤
諭
吉
先
生
は
北
里
柴
三
郎
先
生
を

招
聘
さ
れ
た
際
に
、〝
贈
医
  （1）

〟
と
題
す

る
七
言
絶
句
を
詠
ま
れ
、
北
里
先
生
に
そ

の
想
い
を
託
さ
れ
ま
し
た
。
北
里
先
生
は

こ
れ
を
受
け
て
医
学
部
発
足
の
挨
拶
で
、

『
基
礎
も
臨
床
も
境
目
な
く
診
療
科
ご
と

の
障
壁
も
外
し
て
、
す
べ
て
医
療
に
携
わ

る
人
が
一
家
族
の
ご
と
く
集
ま
っ
て
、
こ

ぞ
っ
て
医
学
の
研
鑽
に
励
む
こ
と
を
特
色

に
し
た
い
』
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
慶
應

医
学
が
唱
え
る
〝
基
礎
臨
床
一
体
型
の
医

学
・
医
療
の
実
現
〟
は
、
こ
の
初
代
医
学

部
長
・
病
院
長
の
北
里
先
生
の
教
え
を
引

き
、
理
念
化
し
て
い
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
基
礎
臨
床
一
体
型
の
医
学
・
医
療

の
実
現
を
目
標
と
す
る
「
フ
ィ
ジ
シ
ャ

ン
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
と
は
、
ひ
と

言
で
言
え
ば
「
研
究
能
力
を
備
え
た
医

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
よ
り
、
一
般
選

抜
は
一
次
試
験
日
を
２
月
９
日
と
し
、
日

程
上
受
験
が
難
し
か
っ
た
遠
方
の
受
験
生

に
配
慮
し
た
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

医
学
概
論
で
１
年
生
か
ら
医
学
に
触
れ
、

自
主
学
習
で
学
生
時
代
か
ら
研
究
に
打
ち
込
む

　

医
学
概
論
や
独
自
の
自
主
学
習
で
学
生

時
代
か
ら
研
究
に
打
ち
込
む
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
の
教
育
は
、
将
来
の
世
界
の
医

学
と
医
療
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
、
創
造
的
な
医
師
・
研
究
者
を
育
成

す
る
こ
と
を
最
大
の
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
学
年
で
は
、
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
講
さ
れ
る
医
学
・
医
療
の
入
門
編
の

講
義
と
し
て
医
学
概
論
を
開
設
。
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
最
新
の
医
学
・
医
療
を
学

び
、
医
学
部
を
卒
業
し
た
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
も
考
え
て
も
ら
い
ま
す
。
講
義
の
ほ

か
に
１
ヶ
月
に
一
度
、
信
濃
町
の
専
門
科

目
教
員
と
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

　

第
３
学
年
で
は
「
自
主
学
習
」
が
組
ま

れ
、
学
生
は
希
望
す
る
研
究
室
で
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
に
よ
り
指
導
を
受
け
ま
す
。

２
０
２
１
年
に
入
学
し
た
学
生
か
ら
は
、

３
年
生
の
７
月
、
９
月
、
10
月
を
研
究
期

間
と
し
て
確
保
し
て
お
り
、
夏
休
み
を
含

め
れ
ば
、
４
ヶ
月
間
、
研
究
に
没
頭
で
き

ま
す
。
ま
た
学
内
の
研
究
室
の
み
な
ら
ず
、

海
外
や
国
内
の
学
外
施
設
で
の
研
究
留
学

も
可
能
に
な
り
ま
す
。
２
０
２
３
年
度
は
、

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
（
以
下
、
Ｏ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
に
８
名
、
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン

ス
大
学
に
２
名
の
学
生
が
研
究
留
学
す
る

予
定
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
学
生
が

自
ら
研
究
し
成
果
を
挙
げ
て
い
く
も
の
で
、

師
」
の
こ
と
で
あ
り
、
自
分
で
問
題
を
提

起
し
、
研
究
の
対
象
と
し
て
解
決
法
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
医
師
と
な
る
こ
と
を

指
し
て
い
ま
す
。

「
医
学
部
人
材
育
成
特
別
事
業
奨
学
金

（
合
格
時
保
証
制
度
）」
の
創
設

全
国
か
ら
精
鋭
を
集
め
る

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
は
、
全
国
津
々

浦
々
か
ら
優
秀
な
学
生
を
集
め
、
か
つ
て

福
澤
諭
吉
を
は
じ
め
、
全
国
の
精
鋭
が
学

び
合
っ
て
い
た
緒
方
洪
庵
先
生
の
適
塾
に

な
ら
い
、
医
学
界
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
国
内
筆
頭
の
学
塾
た
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
思
い
を
込
め
て
２
０
１
５
年
度
か

ら
は
、
医
学
部
独
自
の
「
医
学
部
人
材
育

成
特
別
事
業
奨
学
金
（
合
格
時
保
証
制

度
）」
を
創
設
し
、
一
般
選
抜
成
績
上
位

者
10
名
程
度
に
第
１
〜
４
学
年
の
各
年
度
、

継
続
的
に
原
則
年
間
２
０
０
万
円
を
給
付

す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
奨
学

金
制
度
で
は
、
入
試
の
成
績
が
よ
け
れ
ば
、

４
年
間
で
１
名
当
た
り
８
０
０
万
円
が
給
付

さ
れ
ま
す
。
ま
た
２
０
２
０
年
よ
り
、
国
際

的
な
大
学
で
の
研
究
活
動
や
、
特
筆
す
べ
き

国
際
的
な
活
動
を
行
う
学
生
を
支
援
す
る

国
際
活
動
支
援
奨
学
金
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
医
学
部
で
は
２
０
１
０
年

度
よ
り
、
研
究
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｍ

Ｄ
‐
Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス
  （2）

」
を
設
置
し
て
お
り
、

進
学
者
に
は
５
、６
年
次
に
年
間
上
限

１
０
０
万
円
の
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
の
コ
ー
ス
に
進
む
入
試
成
績

上
位
者
は
６
年
間
で
１
０
０
０
万
円
を
給

付
し
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（1） 贈医
無限輸贏天又人
医師休道自然臣
離婁明視麻姑手
手段達辺唯是真

という七言絶句で、「医学は自然と人間との限
りない知恵比べである。医師は、自分たちは自
然の家来に過ぎないなどと言ってはならない。
あらゆる手段を尽くして病気を征服するのが医
学の神髄であり、そこに初めて医業の真髄が生
まれる」という意。

（2） 研究医養成プログラム
「MD－PhDコース」

　学部生のうち、3学年から複数の研究室のロー
テーションや大学院医学研究科博士課程講義の
受講を経て、卒後3年（通常4年）で学位を取得
できるシステム。医学研究をリードする人材を
育成することを目的としている。

（3） 教育中核病院
　慶應義塾大学の医局出身者が派遣されている
関連病院の中で、さらに特別な条件基準を満た
している病院のこと。IT環境の整備、カテーテ
ル検査の件数、オペの症例数、病床数、診療科
数等、医師・研究者などプロの目で細かく規定
され点数化されている。若手医師が臨床経験を
積むための優れた条件を備えた病院であると言
える。

（4） WPI-Bio2Q（https://bio2q.keio.ac.jp/）
　WPIは、高度に国際化された研究環境と世界
トップレベルの研究水準を誇る国際研究拠点を
形成する事業。2022年に採択された慶應義塾大
学ヒト生物学-微生物叢-量子計算研究センター

（Bio2Q）は、日本で初めてのマイクロバイオー
ム研究拠点である。マイクロバイオームとヒト
との相互作⽤を分子レベルで明らかにするため、
従来の生物学的手法とともに量子コンピュー
ター技術を⽤いる。

2018年5月より新病院棟（1号館）も稼働中

学
生
の
中
に
は
、
そ
の
研
究
成
果
を
国
内

学
会
や
国
際
学
会
で
発
表
し
た
り
、
海
外

の
英
文
誌
に
発
表
し
た
り
す
る
学
生
も
い

ま
す
。

関
連
病
院
と
の
密
接
な
繋
が
り
で

充
実
し
た
卒
前
卒
後
教
育

　

医
学
教
育
は
医
学
部
の
６
年
間
で
終
わ

る
も
の
で
は
な
く
、
卒
業
後
の
10
年
間
の

教
育
を
含
め
た
、
ト
ー
タ
ル
16
年
間
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
で
は
、
最
先
端
の
研
究
・
教
育

を
行
う
卒
後
教
育
10
年
間
を
含
め
た
、
一

貫
し
た
医
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
に
は
関

連
病
院
が
約
１
０
０
、
教
育
中
核
病
院
  （3）

が
35
あ
り
ま
す
が
、
卒
前
卒
後
教
育
を
通

し
て
、
こ
れ
ら
の
病
院
と
密
接
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
関
連
病
院
と
大
学
病
院
と
を

行
き
来
し
な
が
ら
、
医
師
と
し
て
の
技
術

を
修
得
で
き
る
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
慶
應

義
塾
大
学
医
学
部
だ
か
ら
こ
そ
提
供
で
き

る
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
２
０
２
２
年

に
採
択
さ
れ
た
Ｗ
Ｐ
Ｉ
に
よ
り
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
世
界
レ
ベ
ル
の
研
究
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

活
発
な
国
際
交
流
と

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
機
関
と
の
連
携

　

海
外
留
学
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流

活
動
も
非
常
に
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。

短
期
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
第
５

学
年
の
学
生
を
海
外
協
定
大
学
の
病
院
に

約
１
カ
月
間
派
遣
し
、
そ
の
病
院
実
習
を

単
位
認
定
し
て
い
ま
す
。
協
定
大
学
は
、

米
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
英
国
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中
国
、

韓
国
等
、
12
カ
国
、
約
20
大
学
に
及
ん
で

い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
と
連
携
し
、
第

２
学
年
を
主
な
対
象
と
し
たInternational 

Research Sum
m

er Cam
p

、
第
３
学
年

の
「
自
主
学
習
」
先
と
し
てResearch 

Internship

等
を
開
催
し
、
公
用
語
を
英

語
と
す
る
環
境
下
で
研
究
の
基
礎
的
能
力

を
身
に
つ
け
る
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
課
外
活
動
と
し
て
、
南
米
へ
の

派
遣
を
行
う
国
際
医
学
研
究
会
（
Ｉ
Ｍ

Ａ
）、
日
韓
医
学
生
学
術
交
流
会
、
日
中

医
学
生
交
流
協
会
、
ア
フ
リ
カ
医
療
研
究

会
な
ど
の
団
体
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

医
学
部
で
は
こ
の
よ
う
な
海
外
研
究
機

関
で
医
学
研
究
や
学
会
発
表
を
行
う
学
生

を
、
経
済
面
で
支
援
す
る
制
度
も
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

医
学
研
究
科
博
士
課
程
で
は
、
ワ
シ
ン

ト
ン
大
学
セ
ン
ト
ル
イ
ス
、
ブ
ロ
ー
ド
研

究
所
、
北
京
大
学
、
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ

ジ
・
ロ
ン
ド
ン
、
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所

等
と
活
発
な
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
海
外
か
ら
の
学
部
実

習
生
や
研
究
者
が
常
に
訪
れ
て
お
り
、
多

く
の
交
流
機
会
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
総
合
大
学
と
し
て
の
強
み
を

生
か
し
て
、
薬
学
部
や
看
護
医
療
学
部
、

理
工
学
部
と
連
携
し
た
研
究
や
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
医
学
部
と
理
工
学
部
に

よ
る
「
医
工
連
携
」
で
は
医
学
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
を
共
同
開
発
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
病
院
機
構
東
京

医
療
セ
ン
タ
ー
、
静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
は
大
学
病
院
連
携
を
結
び
、

学
位
取
得
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
の
学
生
に
は
医

学
・
医
療
の
分
野
で
大
き
な
社
会
貢
献
が

で
き
る
よ
う
な
夢
を
抱
い
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
医
学
の
進
歩
を
支
え
て

き
た
の
は
間
違
い
な
く
フ
ィ
ジ
シ
ャ
ン
・

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
そ
の
一
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し

た
大
き
な
志
を
持
っ
た
人
に
対
し
、
慶
應

義
塾
大
学
は
全
学
を
挙
げ
て
期
待
に
応
え

て
い
き
ま
す
。

慶應義塾大学医学部・医学研究科の一貫した教育・研究プログラム

慶應義塾大学　医学部　

071 卓越する大学 慶應義塾大学　医学部 070

医学部
・ EEPⅠ・Ⅱ（早期現場体験・地域
  特有の医療等）
・ Molecular Cell Biology
・ 自主学習（研究室配属）
・ 短期海外留学プログラム
・ 基礎・臨床横断的プログラム
・ 研究医養成プログラム
・ 医療系3学部合同教育
・ 担任制度

修士課程

博士課程

慶應義塾大学
他学部・研究科

・ 理工学部・研究科
・ 看護医療学部、
  健康マネジメント研究科
・ 薬学部・研究科
・ 政策・メディア研究科など

企業
・ 信濃町リサーチパーク
　　　　　　　　　 など

国内外連携機関
・ 国内学術・医療機関
  （大学・研究所・多数の
  関連病院）
・ カロリンスカ研究所
・ ワシントン大学（St. Louis）
・ MD アンダーソンがんセンター
  など多数の海外連携機関

世界初、世界最先端を常に志向する
慶應医学の研究教育拠点

高細精医療イノベーション拠点
再生医療実現化拠点（神経、心臓、角膜等）

次世代のがんプロフェッショナル養成プランなど

医療機関・学術機関・企業など

薬学研究科との連携プ
ログラム（臨床体験プ
ログラム、ラボツアー）、
次世代のがんプロフェ
ッショナル養成プラン
など


